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ホーム ＞ 市⺠レポーター ＞ この⽊何の⽊ＯＯＯＯ⽊

「この⽊何の⽊ＯＯＯＯ⽊」テレビのＣＭソングではないが、私がこの⽊に魅せられたのは、昨年の３⽉、氷川台

の緑地に案内され、この⽊が花を持つ⽊であると知らされてからである。横たわっている⽊が花を咲かせる、では是⾮

⾒てみようと、昨年は⼆度ほど⾜を運んだが⾒つからなかった。

駅北⼝から線路沿いに清瀬の⽅に５，６分歩くと⿊⽬川に

出る。右⼿の学芸⼤の校庭の前を右折し、フェンスが終わった

ところの細い道を左に曲がりゆるやかな坂道を登り、狭い道路

を横切ると緑地の⼊り⼝となる。氷川台緑地保全地域であ

る。この中にこの⽊がある。ヤマフジの⽊である。

横たわった⼤きな幹が途中から隣の⽊と競い合いながら天に

向かっている。その突端に淡い紫の房をたらし、葉の緑と空の⻘

さに映えながら花を⾒せてくれるかと思うと、空想は限りなく拡が

る。

がしかし、ヤマフジが何故こんな⼤⽊になったのだろうといささか

疑問にも思った。ウィキペディアで調べてみると、

「つる性であるため樹⽊の上部を覆って光合成を妨げるほか、

幹を変形させ⽊材の商品価値を損ねる。このため、植林地な

ど⼿⼊れの⾏き届いた⼈⼯林では、ヤマフジのツルは刈り取ら

れる。これは、逆にいえば、⼿⼊れのされていない⼭林で多く⾒

られる。」

市内には雑⽊林が多く残っている。しかし、私達の⽣活様式

の変化から、燃料としての薪や炭が使われなくなった。そのため

に⽊々が⼤きくなり、ドングリ等の種から出た芽が⽇光不⾜のた

め育たなくなる。

萌芽更新という⾔葉を知ったのもこの⽊と出会ってからである。

伐採された切り株から新しい芽が出て、これが育って薪となり、

その切り株からまた芽が出て成⻑する。このようにして雑⽊林が

更新される。⾃然と⼈間との共⽣が⻑いサイクルの中で緑の環

境を守ってきたのである。

今、市内のボランティア団体の皆さんが、クヌギやコナラ等の苗

⽊を⽇当たりのいい甫場で育て、森の裸地化された⼀画に移

植する、その⽊が成⻑して緑地を作るという⾃然の萌芽更新

の⼿助けをして頂いている。１５〜２５年先を⾒据えて次世

代のために緑地を残そうと・・・地球温暖化対策が叫ばれてい

る。また、トーヤコサミットが開かれ、地球規模での環境保全が

真剣に討議されるであろう。⼀本の苗⽊の⼤切さを今こそ⾝近

に感じ取らねばならない。

ヤマフジの⽊が私にとってこの⼀年幻の⽊であったのは、何度

も⾜を運ばせて何か⾃然からのメッセージを発信したかったから

ではなかろうか。この５⽉花を咲かせてまた何か云ってくれるか

もしれない、と思うと期待が⼤きくふくらみ、また⾏って今度こそ

花を⾒ようと。

皆さん！是⾮この⽊の花を⾒てください。そして何かこの⽊か

らのメッセージを聞いて下さい。また、その写真とこの⽊に対する

思いを「くるくる」へメールして下さい。お待ちしています。
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